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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第67期

第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 13,548,516 13,621,058 28,316,716

経常利益又は経常損失(△) (千円) 110,490 △27,583 331,910

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は親会社株主に
帰属する四半期純損失(△)

(千円) 54,363 △38,778 143,352

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 58,554 △59,382 177,108

純資産額 (千円) 3,548,510 3,560,918 3,651,457

総資産額 (千円) 13,896,412 14,021,162 13,879,446

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 13.96 △9.96 36.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.5 25.4 26.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △434,929 △394,885 23,681

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △243,428 △9,723 △397,577

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 677,393 496,864 219,997

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,085,510 1,033,675 939,977
 

 

回次
第67期

第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) 10.62 △3.01
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失(△)」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失(△)」としております。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、第67期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額及び第67期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀の経済政策、金融政策の効果により企業収益や雇

用環境に改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、円安による物価上昇や中国をは

じめとしたアジア新興国の景気減速といった、景気の下押しとなるリスクも見受けられます。

管工機材業界におきましては、新設住宅着工戸数が前年比プラスで推移するなど、市場環境は持ち直してきまし

たが、一方で、人手不足や建築資材の値上がりといったマイナス要因もあり、予断を許さない状況となっていま

す。

このような状況の下、当社の販売ネットワークを活用したタイムリーな商品供給によって、需要の取り込み、受

注の獲得に注力しましたが、業界内の競合は厳しさを増しており、特に収益面で苦戦を強いられました。

以上の結果、連結売上高は13,621百万円（前年同期比0.5％増加）となり、売上総利益は2,286百万円（前年同期

比2.0％減少）となりました。

　販売費及び一般管理費は87百万円の増加となり、営業損失は58百万円（前年同期は76百万円の利益）となりまし

た。また、経常損失は27百万円（前年同期は110百万円の利益）となりました。以上の結果、法人税等考慮後の親会

社株主に帰属する四半期純損失は38百万円（前年同期は54百万円の利益）となりました。

 

セグメントの業績を示すと次のとおりです。

 

[管工機材]

当セグメントにおきましては、売上高は13,518百万円（前年同期比0.4％増加）、セグメント損失(営業損失)は31

百万円（前年同期は95百万円の利益）となりました。

 

[その他]

当セグメントは、報告セグメントに含まれない事業セグメントで主に室内装飾の施工であり、売上高は102百万円

（前年同期比31.7％増加）、セグメント損失(営業損失)は26百万円(前年同期は18百万円の損失)となりました。
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管工機材の商品区分別状況は以下のとおりです。

 

①　排水・汚水関連商品

当商品群は、ビルやマンションの排水・汚水配管に使用される商品が中心となります。需要が低水準で推移する

なかで、前年に実績を伸ばした反動を受けて、排水金具、排水鋳鉄管及び耐火二層管等の売上が大幅に減少する結

果となり、当商品群の売上高は2,952百万円（前年同期比8.1％減少）となりました。

 

②　給湯・給水関連商品

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の給湯・給水配管に使用される商品が中心となります。給水関連商材は、イン

フラ整備の部材として安定した需要があります。溶接継手が大きく実績を伸ばした他、ガス管の売上が増加したこ

とにより、当商品群の売上高は3,421百万円（前年同期比1.1％増加）となりました。

 

③　化成商品

当商品群は、戸建住宅や集合住宅の外溝部材が中心となります。新設住宅着工戸数が前年比プラスで安定して推

移する等、市場環境が好転に向かい需要が回復しているなかで、ビニルパイプが大きく売上を伸ばした結果、当商

品群の売上高は3,798百万円（前年同期比1.2％増加）となりました。

 

④　その他

商品群は、継続して取り組んでいる住宅設備機器を含む商品群です。前年は消費低迷の影響を強く受けていたも

のの今期に入り大幅に回復しています。フレキ、住宅設備機器、加工管等で実績を伸ばしたことにより、当商品群

の売上高は3,345百万円（前年同期比7.3％増加）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(資産の部)

当第２四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて209百万円増加し、流動資産合計で

9,899百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が228百万円増加したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて68百万円減少し、固定資産合計で

4,121百万円となりました。この主な要因は、建物及び構築物が17百万円減少、投資その他の資産のその他が49百万

円減少したこと等によるものです。

 

(負債の部)

当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて358百万円増加し、流動負債合計で

8,163百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が213百万円減少、短期借入金が708百万円増加、

1年内返済予定の長期借入金が43百万円減少、その他が97百万円減少したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて126百万円減少し、固定負債合計で

2,297百万円となりました。この主な要因は、長期借入金が114百万円減少したこと等によるものです。

 

(純資産の部)

当第２四半期連結会計期間末の純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて90百万円減少し、純資産合計で3,560

百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が69百万円減少、その他有価証券評価差額金が21百万円減少し

たこと等によるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前第２四半期連結累計

期間に比べ51百万円減少し、1,033百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果減少した資金は394百万円（前年同期比40百万円増加）となり

ました。

これは主に、売上債権の減少額340百万円、割引手形の減少額539百万円及び仕入債務の減少額214百万円によるも

のです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果減少した資金は９百万円（前年同期比233百万円増加）となり

ました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出11百万円によるものです。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果増加した資金は496百万円（前年同期比180百万円減少）とな

りました。

これは主に、短期借入金の純増額705百万円、長期借入金の純減額157百万円及び配当金の支払額31百万円による

ものです。

 

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,969,000 3,969,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。

計 3,969,000 3,969,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 3,969,000 ― 646,494 ― 786,078
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

平成27年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

クリエイト従業員持株会 大阪市西区阿波座１丁目13-15 759 19.13

クリエイト取引先持株会 大阪市西区阿波座１丁目13-15 724 18.24

福井道夫 横浜市西区 511 12.88

福井珠樹 兵庫県芦屋市 259 6.53

髙木敏幸 川崎市宮前区 132 3.33

坂本義一 札幌市東区 120 3.03

新田忠彦 大阪市住吉区 118 2.99

田村俊照 東京都多摩市 118 2.97

新東鋳造株式会社 愛知県西尾市楠村町清水37 62 1.57

相澤國男 札幌市中央区 56 1.43

計 ― 2,861 72.10
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式74千株(1.88％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 74,400

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,894,000
 

38,940 ―

単元未満株式 普通株式 600
 

― ―

発行済株式総数 3,969,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,940 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」の欄の株式数には当社所有の自己株式58株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　(自己保有株式)
クリエイト株式会社

大阪市西区阿波座１丁目
13－15

74,400 ― 74,400 1.87

計 ― 74,400 ― 74,400 1.87
 

 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 949,977 1,043,675

  受取手形及び売掛金 5,335,892 5,564,348

  電子記録債権 305,322 277,012

  商品及び製品 2,494,781 2,472,662

  仕掛品 236,537 184,529

  原材料及び貯蔵品 159,744 182,192

  繰延税金資産 124,113 115,314

  その他 133,328 108,395

  貸倒引当金 △50,320 △48,959

  流動資産合計 9,689,378 9,899,172

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 461,628 444,104

   機械装置及び運搬具（純額） 33,456 30,224

   土地 1,576,016 1,576,016

   リース資産（純額） 49,620 41,060

   その他（純額） 50,673 50,476

   有形固定資産合計 2,171,394 2,141,882

  無形固定資産   

   リース資産 40,995 30,746

   その他 38,834 33,972

   無形固定資産合計 79,830 64,719

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 227,305 253,327

   その他 1,860,913 1,811,436

   貸倒引当金 △149,375 △149,375

   投資その他の資産合計 1,938,843 1,915,388

  固定資産合計 4,190,067 4,121,990

 資産合計 13,879,446 14,021,162
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,900,843 5,686,968

  短期借入金 91,491 799,896

  1年内返済予定の長期借入金 1,127,638 1,084,312

  リース債務 38,749 38,749

  未払法人税等 33,932 26,395

  賞与引当金 168,148 181,047

  役員賞与引当金 530 ―

  その他 443,419 345,832

  流動負債合計 7,804,752 8,163,201

 固定負債   

  長期借入金 1,338,742 1,224,126

  リース債務 57,303 37,929

  役員退職慰労引当金 17,285 18,558

  退職給付に係る負債 699,583 726,014

  資産除去債務 6,162 6,204

  役員退職慰労未払金 175,000 151,100

  その他 129,159 133,110

  固定負債合計 2,423,236 2,297,042

 負債合計 10,227,988 10,460,244

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 646,494 646,494

  資本剰余金 803,217 803,217

  利益剰余金 2,122,978 2,053,043

  自己株式 △41,917 △41,917

  株主資本合計 3,530,772 3,460,837

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 107,472 85,997

  繰延ヘッジ損益 72 △110

  為替換算調整勘定 31,204 30,831

  退職給付に係る調整累計額 △18,064 △16,637

  その他の包括利益累計額合計 120,684 100,081

 純資産合計 3,651,457 3,560,918

負債純資産合計 13,879,446 14,021,162
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 13,548,516 13,621,058

売上原価 11,214,154 11,334,544

売上総利益 2,334,362 2,286,513

販売費及び一般管理費 ※1  2,257,373 ※1  2,344,631

営業利益又は営業損失（△） 76,988 △58,117

営業外収益   

 受取利息 1,593 1,614

 受取配当金 10,466 12,020

 不動産賃貸料 33,409 35,126

 仕入割引 77,356 70,317

 その他 16,068 10,960

 営業外収益合計 138,894 130,040

営業外費用   

 支払利息 16,956 17,057

 手形売却損 23,436 22,220

 不動産賃貸原価 22,523 22,429

 売上割引 31,271 29,532

 デリバティブ評価損 3,595 ―

 その他 7,608 8,266

 営業外費用合計 105,392 99,506

経常利益又は経常損失（△） 110,490 △27,583

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

110,490 △27,583

法人税等 56,126 11,195

四半期純利益又は四半期純損失（△） 54,363 △38,778

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

54,363 △38,778
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 54,363 △38,778

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,899 △21,475

 繰延ヘッジ損益 83 △182

 為替換算調整勘定 △3,159 △373

 退職給付に係る調整額 1,367 1,427

 その他の包括利益合計 4,190 △20,603

四半期包括利益 58,554 △59,382

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 58,554 △59,382

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

110,490 △27,583

 減価償却費 50,475 61,160

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,877 △1,414

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,631 12,899

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,199 △530

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 907 1,272

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26,941 28,537

 受取利息及び受取配当金 △12,059 △13,635

 支払利息 16,956 17,057

 デリバティブ評価損益（△は益） 3,595 －

 手形売却損 23,436 22,220

 売上債権の増減額（△は増加） 441,123 340,450

 割引手形の増減額（△は減少） △327,698 △539,491

 たな卸資産の増減額（△は増加） △193,621 51,857

 仕入債務の増減額（△は減少） △302,612 △214,101

 その他 △99,441 △91,863

 小計 △251,951 △353,165

 利息及び配当金の受取額 12,023 13,617

 利息の支払額 △39,752 △39,825

 法人税等の支払額 △155,248 △15,512

 営業活動によるキャッシュ・フロー △434,929 △394,885

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △219,212 △11,484

 投資有価証券の取得による支出 △2,860 △3,008

 貸付金の回収による収入 1,494 498

 その他 △22,849 4,271

 投資活動によるキャッシュ・フロー △243,428 △9,723

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 930,865 705,226

 長期借入れによる収入 350,000 450,000

 長期借入金の返済による支出 △556,948 △607,942

 リース債務の返済による支出 △19,218 △19,374

 自己株式の取得による支出 △44 －

 配当金の支払額 △27,259 △31,045

 財務活動によるキャッシュ・フロー 677,393 496,864

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,364 1,442

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,328 93,697

現金及び現金同等物の期首残高 1,088,838 939,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,085,510 ※1  1,033,675
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

 

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

 

(追加情報)

厚生年金基金の解散について

　当社の連結子会社であるダイドレ株式会社が加入する「全日本バルブ厚生年金基金」(総合型)は、平成26年９

月26日開催の代議員会において、基金解散の方針が決議されました。なお、基金を解散するにあたり、特例解散

の適用を申請する予定であります。同基金の解散により費用の発生が見込まれますが、解散に伴う費用の金額と

業績に与える影響につきましては、現時点では不確定要素が多く、合理的な見積り金額が算定できません。今

後、見積り金額が判明した時点で、会計処理を行います。

　また、当社、当社の連結子会社である株式会社ハイライト及びダイポリシステム株式会社が加入する「大阪鉄

商厚生年金基金」(総合型)は、平成27年９月28日開催の代議員会において、基金解散の方針が決議されました。

なお、同基金は、現時点では、国に代わって支給することとなっている代行給付部分を満たす純資産を保有して

いるため、同基金の解散が当社業績に与える影響はないものと予想されておりますが、今後の同基金の清算結了

までには、不確定要素もあるため、当社及び当社の連結子会社である株式会社ハイライト及びダイポリシステム

株式会社の業績に重大な影響が発生する場合には、判明した時点で、会計処理を行います。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　１　偶発債務

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

受取手形割引高 2,376,422千円 1,836,931千円

受取手形裏書譲渡高 189,239千円 155,244千円

手形債権流動化に伴う買戻義務 420,641千円 364,246千円
 

 
 

 

 
(四半期連結損益計算書関係)

 

　※１　販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

給料及び手当 862,838千円 881,205千円

賞与引当金繰入額 163,475千円 169,355千円

退職給付費用 101,475千円 106,206千円

役員退職慰労引当金繰入額 907千円 1,272千円

貸倒引当金繰入額 △1,877千円 △1,414千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日)

現金及び預金 1,095,510千円 1,043,675千円

担保提供定期預金 △10,000千円 △10,000千円

現金及び現金同等物 1,085,510千円 1,033,675千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 27,262 7.00 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日
取締役会

普通株式 15,578 4.00 平成26年９月30日 平成26年12月５日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 31,156 8.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月９日
取締役会

普通株式 15,578 4.00 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
 

合計
(注)２

管工機材 計

売上高      

  外部顧客への売上高 13,470,442 13,470,442 78,074 ― 13,548,516

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,009 4,009 4,970 △8,979 ―

計 13,474,451 13,474,451 83,044 △8,979 13,548,516

セグメント利益又は損失(△) 95,108 95,108 △18,119 ― 76,988
 

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、室内装飾の施工を含んでおります。

　　２.セグメント利益又は損失の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益に計上した額は一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
 

合計
(注)２

管工機材 計

売上高      

  外部顧客への売上高 13,518,248 13,518,248 102,810 ― 13,621,058

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 4,886 △4,886 ―

計 13,518,248 13,518,248 107,696 △4,886 13,621,058

セグメント損失(△) △31,733 △31,733 △26,384 ― △58,117
 

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、室内装飾の施工を含んでおります。

　　２.セグメント損失の合計額と四半期連結損益計算書の営業損失に計上した額は一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との

差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

 

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)

13円96銭  △9円96銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
   親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△) (千円)

54,363 △38,778

   普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金
額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額
(△)　　　　　　 (千円)

54,363 △38,778

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,894,598 3,894,542
 

(注)　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間は潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

平成27年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

①　配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・　15,578千円

②　１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・ ４円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・　平成27年12月４日

　　(注)平成27年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月９日

クリエイト株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   森　　内　　茂　　之 　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   池　　田　　哲　　雄   印　　

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリエイト株式

会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリエイト株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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